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研究成果の概要（和文）：本研究では，原理とパラメータ理論の枠組みに基づいて，主にドイツ語を中心とし
て，文埋め込み構造のさまざまな側面，および語順という問題について考察した。ドイツ語文構造における右辺
領域（後域）には，様々なタイプの従属文（相当要素）が生起するが，それらの統語的相違点を明らかにした。
語順にまつわる様々な現象については，派生の経済性という観点からの分析を行った。さらには，主に関係文な
どを含む名詞修飾構造を手掛かりに，語順を音韻的要因から導くことを試みた。

研究成果の概要（英文）：In this project, I dealt with some aspects of sentence embedding and 
problems concerning word order within the principles and parameters approach, the main focus being 
placed on German. I demonstrated that one needs to give different syntactic characterizations to 
some of the constituents that appear in the "Nachfeld" ('post-field') in German, such as sentential 
complements, relative clauses, etc. As for various phenomena pertaining to word order, I presented 
an explanation for the observed facts based on the concept of economy of derivation. Through the 
analyses put forward here, especially of adnominal modification structures including relative 
clauses, I also tried to accommodate the observed data to the newest generative methodology, whereby
 word order is regulated in the phonological component.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
人間言語の重要な特徴の一つとして「無限の
創造性」があり、その一例として、話者は理
論的には無限に長い文を生成することがで
きる。このことを可能にしているのは、文の
中に更に文を埋め込むことができるという
メカニズムであり、これは人間言語に普遍的
に観察される仕組みであるが、当然のことな
がらその顕われ方は言語間で一様ではない。
例えば、共に「ＯＶ言語」であるとされる日
本語とドイツ語においても、主文動詞とその
文目的語の相対的語順は異なる（日本語：文
目的語＋動詞、ドイツ語：動詞＋文目的語）。 
 研究代表者はこれまで、文目的語や関係文
など、ドイツ語における文末動詞の右側すな
わち後域（Nachfeld）と呼ばれる領域、ある
いはそこの生起する要素に関心を持ってき
た。ドイツ語において、目的語のうちで文相
当のものだけが動詞の後方に生じるという
観察的事実に対しては、従来の研究でもいく
つかの提案がなされてきた。しかしそのよう
な現象に対して、個別言語研究の枠組みを超
えた、言語の普遍性と多様性（原理とパラメ
ータのアプローチ）という観点からの研究は、
十分とは言えない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 
ドイツ語は動詞が文末に生じる語順を基本
とする、いわゆる動詞末尾型（ＯＶ）言語で
あるが、そうした文末動詞の右側（後域）に
要素が生じる場合がある。特に文に相当する
構成素に関しては、後域に生じることの方が
自然な場合もある。例えば、名詞句目的語は
義務的に動詞の左側に生じるのに対して、文
が目的語の場合には、ほぼ義務的に動詞の右
側に生じる。その一方で関係文は、基底位置
たる被修飾名詞に隣接する位置つまり中域
に生じることも、あるいは被修飾名詞とは離
れて後域に生起することも可能である。この
ように、共に文相当の要素であっても、文目
的語と関係文は、その生起位置に関して、異
なる観察的事実を示す。 
 その一方で、とりわけ生成文法理論に基づ
いた研究においては、これら二種類の従属文
および後域要素一般に対して、統一的な分析
あるいは派生が想定されることが多かった。 
つまり、ＯＶ言語たるドイツ語においては、
すべての要素は動詞の左側に基底生成され、
派生の過程で統語的な右方移動をする、とい
うものである。このように後域要素を統一的
に扱うという分析は、確かに理論的な側面か
らは好ましいとも思われるが、しかしながら、
これには少なからぬ経験的問題があった。本
研究においてまずは、こうした点に焦点を当
てて、経験的データの適切な記述および説明
を目標とした。 
 具体的には、上述のような後域要素がどの
ような統語的・構造的性質を持つかというこ

とを明らかにすることを目指した。また、そ
こに見られる統語的特質が、音韻あるいは文
処理などといった隣接領域とどのように関
わり合うか、といった点を探ることも本研究
の目的の一つとした。さらには、広く語順と
いう問題が言語研究においていかなる立ち
位置を占めうるかということも、今後の大き
な目標として考え、当該の研究がそれに対し
てどのような貢献を成しうるかということ
に関しても考察を試みた。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 研究対象とする現象についての言語デ
ータを、可能な限り幅広く、図書・雑誌論文・
インターネットなどを活用して、収集・整理
することに努めた。ドイツ語を中心的対象と
しつつも、それとは異なるパターンを示す諸
言語をも考察対象とした。比較対照研究によ
って、個別言語の特質がより明確になるとい
うことも期待されるからである。 
 
(2) 研究対象および関連する領域に関して、
従来の研究の成果を精査し、問題点を整理し
た。 
 
(3) 主に統語論を中心として、近年の理論的
動向を把握し、本研究のための理論的基盤を
形成することに努めた。特に語順を巡る問題
に関しては、近年の生成文法理論は大きな転
換点を迎えているといえる。つまり従来、統
語論研究の中心的テーマの一つであった語
順を、統語論の枠外のものとみなそうという
主張がなされている。具体的には、一方で、
従来は統語構造において適用されると考え
られていたいわゆる主要部パラメータを、音
韻部門における制約とみなす提案がなされ
ている。また他方では、個別言語におけるア
クセント位置などといった音韻的特質から、
その言語における主要部パラメータを導き
出そうという試みも見られる。これらの主張
に対して、本研究がどのような立ち位置を取
るべきか、理論的および経験的側面の両方か
ら検討することを目指した。 
 
(4) 研究会や学会などを通じて研究動向の
把握に努めると同時に、自らの研究成果を発
表し、専門家からのフィードバックを受けな
がら、議論を深めていった。また適宜、論文
などの形で成果を発表していくことを目指
した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 従来の研究においては、ドイツ語におけ
る後域要素は統一的に扱われることが多か
ったが、本研究では、主に経験的なデータに
基づき、要素ごとに異なる統語的特質を持ち
うるということを主張した。動詞の目的語と
なっている後域補文については、従来の理論



的統語論研究で一般的に想定されているよ
うな外置移動では、様々な経験的問題が生じ
ることを示した。そして、名詞句目的語とは
対照的に文目的語は、後域に基底生成される
と考えるべき根拠があることを論じた。なお、
動詞の目的語として生じうる文（相当）要素
としては不定詞補部もあるが、これについて
は、主文動詞の左右いずれの側にも補部とし
て基底生成されうることを主張した。 
 
(2) 後域に生じている関係文については、新
しい分析を提案した。従来の研究においては、
外置要素に対する統一的な説明への要請と
いう観点から、関係文外置を統語的右方移動
とする分析が主流であった。実際、英語の関
係文外置は構造関係に基づいた意味の変化
をもたらす操作であり、それゆえ音韻的移動
ではありえないという経験的根拠があった。
しかし本研究では、ドイツ語の関係文外置は、
英語の関係文外置と表面的には似たような
随意的右方移動操作であるにもかかわらず、
後者とは異なって論理形式で解釈される意
味に影響を与えないということを示した。そ
こからドイツ語における関係文の外置は、統
語操作の後の音韻部門において適用される
右方移動であると主張した。つまりは、ドイ
ツ語における外置関係文は、問題となる意味
解釈に関しては、その基底位置にとどまって
いるかのように振る舞うのである。こうした
観察的事実は、外置関係文は後域において基
底生成されているとする、もう一つの有力な
分析に対する強力な経験的反論ともなる。つ
まりそのような分析によると、関係文が意味
解釈されるべき「基底位置」が存在しないか
らである。さらに、本研究で提起した仮説に
より、これまでの外置研究にとって問題とし
て残っていたタイプのデータに対しても、適
切な分析が提供できることを示した。 
 
(3) ドイツ語における関係文外置の研究を
進めるにつれ、名詞句からの随意的抜き出し
という現象一般に関して考察する必要性を
認識するようになり、日本語などにおいて対
応する現象との比較対照も行った。当該の操
作に関してドイツ語と日本語は異なった振
る舞いを示すが、ここでは、両言語において
機能範疇の果たす役割の違いが決定的な要
因となっていることを論じた。 
 
(4) ドイツ語を始めとする言語における語
順に関して、音韻的制約が決定的な影響を及
ぼしているのではないかという仮説を検討
し、その端緒的な研究を行った。考察対象の
一つとしたのは、補文の生起位置に関してで
あり、そこではまず、共にＯＶ言語であるド
イツ語タイプと日本語タイプの言語間に見
られる相違に着目した。特に、従属文を導く
補文標識（あるいはより一般的に文埋め込み
のマーカー）がいかなる統語的特質を持つか
という点に注目し、「循環的書き出し」とい

う近年の生成文法において提唱されている
考え方を援用して、説明を試みた。その際、
いわゆる主要部前置型構造と主要部後置型
構造は、単に主要部の相対的位置が異なるだ
けの対照的な構造なのではなく、両者の間に
は異なる形態統語的特質が観察されるとい
う事実を確認した。 
 他方では、英語やドイツ語などにおける名
詞修飾表現の生起位置の違いについても考
察した。こうした現象に関して、語順に関わ
る制約は音韻的要因に帰することができる
のではないかという可能性を追求した。これ
は今後も継続して考えていきたい課題でも
ある。 
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